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１．背景と目的 

 

現在における環境問題は，公害，廃棄物，生態系，

地球環境等と複雑化している．これらに対応するた

め意思決定において，用水や治水に加え，社会経済

面と広域な環境面からの検討の必要が生じている．

環境面の要因を意思決定に反映するための手法とし

て SEA（Strategic Environmental Assessment）が

注目されている．SEAは，事業段階よりも上位段階

である，政策･計画等の段階でアセスメントを行うシ

ステム的プロセスである．SEAは詳細な情報が与え

られていない熟度の低い段階で行われるため，その

実施は困難さを伴うが，諸外国において実践の取り

組みがある．SEAと意思決定プロセスとの関連がい

かにあるか，また段階ごとの評価項目及び判断基準･

指標を明らかにすることにより，意思決定プロセス

における SEA の導入段階及び意思決定プロセスと

の関連，段階的な評価の程度が明らかとなり，スコ

ーピング，代替案設定及び比較決定にいたる体系的

な評価が可能となる． 

本研究では，SEA の理論，海外の SEA の制度的

枠組み，SEAの事例を調査することにより，流域計

画評価システムの導入段階や意思決定プロセスとの

関連性，利用されている指標を明らかにすることを

目的とする。 

 

２．SEAのアプローチ 

 

SEAは戦略的環境アセスメント･Strategic  
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Environmental Assessmentの略であり，‘提案され

た政策･計画･プログラムにより生じる環境面への影

響を評価する体系的なプロセス 1)’のことである．

SEA は，環境への配慮を意思決定に統合すること，

事業アセスメントの問題点を改善（代替案設置等に

よって有効な案の検討，個々の事業の累積的な影響

の検討，複合的・相乗的影響や形成される地域環境

の全体像の限界の検討）するものである 2)．SEAの

適用を決定するスクリーニング，問題の絞込み･評価

項目･手法等の決定を行うスコーピング，代替案の設

定から決定を行う段階，それら全てを記載したれポ

ーティングの段階，という 4 つの段階にわかれる．

公衆関与･審査機関の関与によって SEA は運用され

る（図-１）． SEAの意義・目的は環境配慮の意思決

定への統合にあり， SEA による一定の独立した環

境面からの評価結果が，社会的必要性や効率性等の

社会･経済面の評価の結果と併せて，最終的にこれら

の評価が意思決定プロセスに統合された上で決定が

なされることが必要である．SEAは意思決定プロセ

スの構想ステージ，計画ステージにおいて適用され

るものであり，事業ステージにおいては事業アセス

メントが適用される． 

日本では環境アセスメントに関する環境影響評価 

図-１ SEA のプロセス 
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表-１各ステージごとの推進要素  

法が 1997 年に制定され，1999 年に施行されている．

環境影響評価法によって，スクリーニングの導入，

スコーピング（方法書）の導入，参加機会の増加等

が改善されたが，対象段階は事業の上位段階であり，

政策･計画等の段階は適用範囲外になっている． 

 

３．SEAの取り組み 

 

（１）各国における SEA の取り組み 

SEAとして既に実践に移されている取り組みとして

は，アメリカの国家環境政策法（NEPA：National 

Environmental Policy Act），オランダの環境管理法

（Environmental Management Act），EUの SEA

指令及び東京都の SEAの取り組みがある．各制度に

よって異なる点は多少見られるが，事業･地域特性に

ついて定性的に判断することによってスクリーニン

グが行われ，スコーピングでは評価項目として，社

会経済面の評価項目を扱うこととなっており，直接

的影響だけでなく，幅広く累積的影響などを考慮す

ることとしている．代替案においては複数の代替案

設定が必要であり，ゼロ代替案を設定する必要があ

るとしている． 

一般的に政策や計画・プログラムが計画される意

志決定プロセスは，構想ステージ，計画ステージ，

事業ステージにわけることができる． 

構想ステージは方向性を指し示す段階であり，計

画の着想段階から，目標の設定や対面している問題

の要素抽出段階，抽出された要素のグループ化の段

階，全体の枠組みの設定段階という４つの段階で構

成されている． 

計画ステージは，構想段階で設定された枠組みに

沿った計画要素の抽出段階，抽出された要素のグル

ープ化段階，代替的枠組みの設定段階，計画オプシ

ョン・代替案選択段階，代替案決定段階で構成され

る．事業ステージにおいてもほぼ同様な段階が踏ま

れている．SEAはこの意志決定プロセスにおける構

想ステージ，計画ステージで適用されると考えられ

る．事業ステージでは事業の規模や，場所，期間，

手法，対象範囲などの詳細な内容が決定されている

ので，この段階での適用は事業アセスメントと同様

である． 

 

（２）アメリカにおける SEA の事例（CALFED 

Bay-Delta Program；CBDP） 

 

CBDP はアメリカ・カリフォルニア州において広

域な範囲を対象とし，20～30 年にわたる長期的な総

合流域計画である．1995 年にプログラム策定が決定

され，フェーズⅠ・Ⅱ・Ⅲという段階を踏んで，現

在はフェーズⅢのプログラム下の事業が行われる段

階に至っている． 

CBDP は意思決定プロセスと並行して，代替案絞

込みプロセスが行われており，SEA的アプローチが

見られる．以下の関連性が見られる． 

①代替案の対象を絞り，環境影響が左右される設備

の場所や規模，機能等の違いについて比較． 

②問題の設定→目標･目的設定→問題を解決するた

めの活動 actionの設定→actionの組み合わせによ

って代替案要素を設定→代替案要素を組み合わせ

ることによって代替案を設定→比較→決定という

代替案選定プロセスを意思決定プロセスと並行し

て踏んでいること． 

③意思決定プロセスにおいて構想ステージという上

位段階及び各段階で公衆関与が見られ，住民の意

各段階 SEA 評価項目及び判断基準の要因 その他の推進要素 
構想ス

テージ 
スコーピング 
目標，問題設定 

・水質，生態系，利水，治水の 4
つの軸 

・文献や地域データが十分 
・地域における環境の重要さの認知 
・公衆や専門家との十分な会議，メール等での意見召集（意思決定の全

ての段階において行われている．） 
・基本的判断基準の設定（意思決定の全ての段階において反映される．） 

スコーピング 
代替案要素，検

討範囲の設定 

・4つの軸に対して行動を設定 
・行動の重み付け 
・解決のためのアプローチ設定 

・専門家，コンサルタントによる手法 
・担当者，責任者の段階ごとの変更（コンサルからプログラム関係者に） 

代替案設定・比

較 
・社会経済面の評価項目 
・環境面の評価項目を生態系，

水質に絞った評価項目 

・代替案比較の繰り返し，フィードバックの実施が行われた． 
・シュミレーションモデル等の手法 
・データベース情報の活用 

計画ス

テージ 
 
 

報告書作成  ・制度的義務 



見が意思決定に反映され，報告書によって示され

ることによって SEAの正当性及びよりよい環境 

配慮が保たれていること． 

構想・計画ステージにおけるプロセスにおいて環

境面からの評価項目に加え，社会経済面からの評価

項目を多く扱っており，環境的要因と社会経済的要

因が統合することによって，定性的，定量的な総合

評価を行っている．また CALFED は解決原理

solution principleを設定しており，また設定された

目標と共に代替案選定プロセスにおいて基本的，定

性的な判断基準として，代替案の絞込みから決定に

至る意思決定に至って用いられている．  

 各ステージにおいて推進要素を表-１に整理する． 

 

４．流域計画評価システムの提案 

 

（１）流域計画評価システムと意思決定との関係 

CBDP での流域計画評価システムとその意思決定

プロセス（構想ステージ→計画ステージ→事業ステ

ージ）は互いに関連している．構想･計画ステージご

とに評価システムを設け，構想ステージにおける評

価システムはスコーピングが行われ，計画ステージ

における評価システムでは，SEAの一連のプロセス

が適用される．このような評価システムが意思決定

プロセスと並行し行われることに特徴がある（図-

２）． 

図-２ SEA と意思決定プロセスとの関係 

 

（２）評価項目 

CBDP の事例では，代替案絞込みから代替案比較

において，環境面の評価項目に加え，社会経済面の

評価項目を用いていることが特筆される． 

表-２ 各段階の評価項目 

 

構想ステージでは，スコーピングが行われ，問題

の設定，目標･目的の設定がなされる．利水，治水， 

河川環境として生態系及び水質という 4 つの軸を基

準として問題，目標･目的を設定する． 

計画ステージのスコーピングでは，問題解決のため

の行動の設定，代替案設定のため要素の設定を決定

する．問題解決のための行動の設定に関しては，4

つの基準となる軸に対応して可能な限り抽出する．

その上で水利用と水資源と関係に注目しグループ化

を行う．代替案設定のための要素設定に関しては実

施の適合性（目標・目的との適合性），実施の可能性，

実施後の影響を判断基準とし，削除または結合する

ことによって代替案要素を設定する．代替案設定・

比較に関して，代替案設定のためには代替案要素を，

既存の設備利用，既存設備の大きな改善とそれにと

もなった新たな施設設置，既存の設備と全く別な設

備の設置という 3 つの枠組みに沿って設備の場所・

規模・機能に注目することによって構成に違いがで

るように設定する．代替案比較のためには環境面の

評価項目に加え，社会経済面の評価項目を多く設定

し，同等な評価項目を設定し比較することによって，

そのうえで代替案を選択することができる（表-２）． 

 

（３）日本での流域計画評価システムへの展開 

日本における流域計画の意思決定プロセスにおい

てもその上位の段階での評価が必要となる．さらに

治水・利水ととも周辺の環境的影響も計画の評価対

象となることから環境も流域計画の目的となった．

 各段階の評価 
要素抽出，

グループ

化 

目的設定   ・利水（水供給の確実性） 
・治水（洪水防止） 
・生態系（野生生物，生息地） 
・水質（飲み水，産業･農業，環境） 

という 4つの範囲についての評価範囲 
計画要素

抽出及び

要素群設

定 

水利用と資源との関係を把握し，抽出された 4つの
範囲に照らし合わせて設定する． 
・ 実施の適合性（目標との適合性） 
・ 実施の可能性（コスト面，技術面） 
・ 実施後の影響（明らかに大きな影響） 

という定性的な判断基準を用い，要素を設定する． 
代替的枠

組みの設
定 

代替的枠組みとして，以下の枠組みに沿って規模や

場所，機能の違いが見られるように設定する． 
・ 既存の設備改善 
・ 既存の設備改善＋新たな設備の設置 
・ 新たな設備の設置 

代替案選
択 

環境影響評価項目に加え，社会経済評価項目につい
ても評価を加える． 
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図-３日本への流域計画評価システムの導入  

構想ステージでは，治水，利水，河川環境の目標を

軸に目標を設定し，事業ステージで評価されており

計画ステージでは評価システムが設けられていない

ため，その目標のつながりが薄くなる．そこで，代

替案設定から絞込み，決定に至るプロセスを，生態

系，水質に関する環境面の評価項目及び社会経済面

の評価項目を用いて評価を行うシステムを計画ステ

ージに導入し，構想・計画・事業ステージに至る階

層的な計画評価システムを提案する（図-３）． 

 

５．結論と課題 

 

本研究では，環境に配慮した統合的な意思決定を

行うための手法として SEA を挙げ，SEA のアプロ

ーチ，海外における SEAの枠組み，事例調査に基づ

き，意思決定の構想･計画の各ステージに評価システ

ムを設け，社会経済的な評価項目を含んだ流域計画

評価システムを提案した．意思決定を環境に配慮す

るための手法として SEA を取り上げ，SEA につい

ての基礎的理論，海外における SEAの枠組みを示し

た．そして，事例調査に基づいて流域管理計画にお

ける評価システムについての意思決定プロセスとの

関連，評価項目を明らかにした．今後の課題として

次の点が挙げられる． 

①同様な地域特性をもった事例を取り上げた比較 

評価の必要．また，河川流域は上流や下流とで

特性が違うように地域特性が異なることが多く，

地域特性が異なる流域においての評価システム

の検討の必要． 

②意思決定プロセスにおいての評価項目について

調査，検討を行った．しかし，意思決定の早期

段階で評価を行うには，適切な評価項目を選択

するだけでは不可能であり評価を可能にする要

因である公衆参加や，情報の完備，予測･分析手

法等，評価項目の検討が必要である． 

③本研究では流域管理計画の事例を取り上げた．

また環境に影響を及ぼす計画は他にもあり，そ

れらの他分野の計画の検討が必要である． 
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